
連結貸借対照表 前期末① 当期末② 増減②－① 減価償却費
貸倒

引当金
資産・負債

の増減
支払利息 法人税等

固定資産
の取得

固定資産
の売却

固定資産
の除却

新規借入
借入の
返済

有価証券
の取得

有価証券
の売却

有価証券の
時価評価

現金及び
預金の振替

合計

現金及び預金 0
売掛金 0
貸倒引当金 0
棚卸資産 0
土地 0
建物 0
投資有価証券 0
買掛金 0
短期借入金 0
未払金 0
未払法人税等 0
未払消費税等 0
長期借入金 0
繰延税金負債 0
資本金 0
利益剰余金 0
その他有価証券評価差額金 0

合計 0

連結キャッシュ・フロー計算書
Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー
　　税金等調整前当期純利益
　　減価償却費
　　貸倒引当金の増減額（減少の場合：△）
　　支払利息
　　固定資産売却損益
　　売上債権の増減額（増加の場合：△）
　　棚卸資産の増減額（増加の場合：△）
　　仕入債務の増減額（減少の場合：△）
　　未払消費税等の増減額（減少の場合：△）
　　　　　　　小計
　　利息及び配当金の受取額
　　利息の支払額
　　法人税等の支払額
　　営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー
　　投資有価証券の取得による支出
　　投資有価証券の売却による収入
　　有形固定資産の取得による支出
　　有形固定資産の売却による収入
　　投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
　　短期借入金の純増減額
　　長期借入れによる収入
　　長期借入金の返済による支出
　　財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る為替差額

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加（減少）額

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高

（Ａ） 

連結貸借対照表の増減を

計算する箇所 

（Ｂ） 

連結貸借対照表の増減を調整する箇所（合計欄は必ずゼロ） 

・・・この箇所は各社で適宜項目を増やしたり、まとめたりすることで効率的

に連結キャッシュ・フロー計算書を作成することができる。 

（Ｃ） 

（（Ｂ）の調整をもとに）連結キャッシュ・

フロー計算書を作成する箇所 


